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　粕谷宗久先生は2024年 3 月をもって明星大学
経済学部を定年退職されます。本稿は粕谷先生
の経歴と業績をご紹介し、御退任の祝辞を述べ
させていただきます。
　粕谷先生は埼玉大学教養学部を1982年に卒業

され、日本銀行に入行、調査統計局でエコノミ
ストとしての歩みを開始されます。1991年 3
月から翌年 8 月まで米国Yale大学経済学部の
Economic Growth Centerに客員研究員として
滞在し、浜田宏一教授と共同研究に従事。1997
年に金融機関における範囲の経済に関する研究
に対して大阪大学大学院研究科より論文博士
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（経済学）を授与されています。1996年から 1
年間は一橋大学経済研究所に、1997年から1999
年までは神戸大学経済経営研究所に、いずれも
助教授として出向されました。さらに2002年か
ら2005年にかけては、日銀調査統計局に勤務さ
れるかたわら総合研究大学院大学複合科学研究
科の博士課程（統計科学専攻）で学ばれ、2005
年に「モンテカルロ法とその非線形経済統計モ
デルへの応用」により同研究科より博士（統計
科学）を授与されました。また2012年から 1 年
間、慶應義塾大学商学部の訪問教授を歴任され
ました。
　2017年 3 月に日本銀行を退職され、同 4 月に
明星大学経済学部経済学科に教授として着任。
以来、学部ではゼミの他に経済学入門、経済政
策、経済学研究科ではマクロ経済学、経済政策
論といった科目を担当されました。2021年度か
ら2022年度には経済学研究科の専攻主任として
大学院の運営に貢献されました。
　粕谷先生は埼玉県入間市のご出身で、県立川
越高校を卒業後に埼玉大学教養学部教養学科に
入学、1982年に教養学士として卒業されました。
実は筆者が粕谷先生のプロフィールを拝見した
際、経済学部のご卒業ではないことをやや意外
に感じ、先生にお尋ねした結果、この点が先生
のキャリアにとって少なからぬ意味を持つもの
と考えるに至りました。
　その頃、すなわち1970年代後半から80年代前
半にかけての埼玉大学教養学部では、榊原英
資、野口悠紀雄、八田達夫、吉野直行といった
諸氏が、米国でPh.Dを取得し帰国した30代の
教員として教鞭を取っていました。後に日本の
経済政策論を牽引することになるこれら気鋭の
教授陣によって、当時の埼玉大学教養学部は先
進的な経済学・経済政策論の教育を実現してい
たことが想像できます。さらに留意すべきは、
同じ時期に埼玉大学大学院に政策科学研究科が

設置されたことです。同研究科は、学部の教育
課程を持たない独立大学院として1977年に設立
され、省庁や地方公共団体から派遣された社会
人学生に対し、政策形成・企画能力の育成を図
る専門教育を行っていました。（後に独立し、
現在の政策研究大学院大学（GRIPS）に発展す
ることとなります。）そして同研究科の教員は
教養学部の経済学科目も一部担当していたとの
ことです。一方で、同じ埼玉大学の経済学部に
おいては（当時の国立大学経済学部の多くがそ
うであったように）「近代経済学」の教員は比
較的に少なかったものと推測されます。した
がって、粕谷先生が同大学の教養学部に進学さ
れたことは、後に先端的な分析手法を駆使する
経済政策論の専門家への道を歩むことになる重
要な契機であったのではないかと考えられま
す。
　粕谷先生の主要な研究領域は、金融分野の計
量経済学的な実証分析です。これまで多くの研
究成果を学術的書籍として出版、また内外の論
文誌に掲載され、その数は優に30を超えます。
研究業績の量に加えて驚くべきはそのテーマの
多様性です。一部を挙げると、金融機関におけ
る範囲の経済、戦前や戦後復興期の金融、イン
フレターゲティング、アジア通貨危機と金融再
建、デフレのコスト、金融危機と企業破綻、中
堅・中小企業向けの「追い貸し」、デフレ下の
企業の設備投資決定要因、技術革新と貿易パ
ターン、中国の経済発展と日本経済の復調、外
国の対内直接投資の地域分布、金融政策のレ
ジーム・スイッチングなど、実に多岐にわたっ
ています。（また、これらの研究業績を公刊さ
れる中で、先生が日本の数多くの第一線の研究
者と共同研究に従事されてきたことにも気づか
されます。）
　これほど広範に渡る研究テーマは、どのよう
に選定されていたのでしょうか。粕谷先生は長



February 2024 粕谷宗久先生のご退任を惜しむ ─13─

らく日本銀行調査統計局に籍を置き研究に取り
組まれました。日銀内部ではその時々に議論さ
れる政策的なトピックがあり、調査統計局の研
究スタッフはそこから研究テーマを決定するこ
とが多かったそうです。もちろん、先進諸国の
中央銀行における調査研究動向もフォローされ
ていたとのことです。
　粕谷先生の膨大な研究業績を厳密に理解し解
説することは、畑違いの筆者の能力を容易に超
える課題です。以下では先生ご自身が主要な業
績として挙げられた二つのテーマに絞って、筆
者なりに蛮勇を奮うつもりでその概要をスケッ
チしてみます。
　第一は粕谷先生がキャリアの初期に取り組ま
れた研究で、金融機関における範囲の経済

（Economies of Scope）の理論と実証です。範
囲の経済とは、単一の企業が複数の財・サービ
スを生産したほうが（複数の企業がそれぞれ個
別に生産する場合と比較して）総費用が低くな
り、効率性が高くなることを指します。典型的
には、提供する商品全体にわたって共通の固定
費用が用いられることで実現します。たとえば
金融機関が預金・貸付けという伝統的な業務か
ら証券業務に多角化をはかる際に、顧客の開拓
コストが割安となり、従来業務で蓄積したノウ
ハウ、情報やそのインフラを活用できるなど、
新規業務と従来業務との間で共通の費用が存在
するケースがこれに該当します。粕谷先生は金
融機関における範囲の経済を中心とした一連の
研究をまとめた単著『日本の金融機関経営―範
囲の経済性、非効率性、技術進歩』（東洋経済
新報社）を1993年に公刊、また関連する研究に
よって1997年に大阪大学大学院経済学研究科よ
り論文博士（経済学）を授与されました。
　第二の主要なテーマは、粕谷先生が主に2000
年代に従事されたもので、金融政策などのレ
ジーム・スイッチングの分析です。一般に為替

レートや平均株価、GDP成長率、失業率など
の時系列データは、石油ショックや景気循環、
またアベノミクスなどの政策変更を契機に、大
きく挙動が変化することがあります。たとえば
ある年を境に平均値が大きく上方にシフトした
時系列データに対して、伝統的かつシンプルな
アプローチといえば、当該年以前と以後とで切
片（定数項）が異なる値を持つモデルを考える
というものでしょう。その種のモデルを用いる
と、過去のデータに事後的にあてはめてパラ
メータを推定したり、真に統計的に有意な変化
が生じていたのかを検定したりすることは容易
です。しかし他方で、将来の予測には有用でな
く、社会科学的に深い洞察をもたらすとも言い
難いという短所があります。いかなるメカニズ
ムないしプロセスのもとで特定の時点に当該変
化が生じたのかがブラックボックスのままであ
る上に、変化が生じるか否かが決定論的である

（したがって変化が生じる可能性を考慮した将
来予測が不可能である）ためです。
　そこで、何らかの確率的なプロセスの結果と
して平均値のシフトが実現するようなモデルの
定式化と推定が望まれます。その一つが粕谷先
生が研究されたマルコフ・スイッチングモデル
のモンテカルロ法によるベイズ推定です。たと
えば投資家心理などそれ自体はデータとして観
測できない要因に関して、いくつかの異なる状
態（regime）が存在し、それが観測できる変
数（株価収益率など）に影響を与えるようなプ
ロセスを確率モデルで定式化することが可能で
す。特に、ある状態から別の状態へ遷移する確
率を定式化する際にはマルコフ連鎖モデルが利
用できます。ところで、一つの時系列変数を左
右する要因としては当該変数の過去の値のみな
らず他のさまざまな変数が想定できるので、時
系列データに対してはしばしば多変量自己回帰
モデルが用いられます。しかし、推定するべき
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パラメータが多いため、伝統的な最尤法（所与
の観測値の標本から、それらが得られる確率を
最大にするようなパラメータの値を推定する方
法）では精密な推定が困難になる場合がありま
す。この問題は、マクロ経済データはしばしば
標本サイズが小さいという事実によってさらに
深刻化します。その場合、乱数を用いてパラ
メータの標本を多数発生させ、その標本からパ
ラメータの統計的推測を行う方法（モンテカル
ロ法を用いたベイズ推定）が有効となります。
　粕谷先生は2000年代にこのような分析手法を
不確実性下の企業の設備投資や為替レートの中
期予測、金融政策のレジーム転換などに応用し
た論文を次々に公刊、2005年にはモンテカルロ
法とその応用に関する研究に対して総合研究大
学院大学複合科学研究科より博士（統計科学）
を授与されました。
　このように多くの優れた研究業績を持つ粕谷
先生ですが、そのお人柄はきわめて謙虚で温厚
です。教育にあたっては、粕谷先生は学生の自
主性を重んじ、海のごとき寛容さをもって指導
にあたることでひそかに知られていると筆者は
認識しています。ある年、筆者は先生の 4 年生
ゼミの卒論口頭審査で副査を担当することに
なったため、しばし粕谷ゼミの演習室にお邪魔
し、先生がゼミ生達から敬愛されている様子を
直接目にすることができました。また、先生が
長く担当された経済学部の『経済学入門』は教
員 3 名で分担する 1 年次必修科目であり、筆者
は2019年から 5 年間、同年代の同僚と共に、粕
谷先生と同科目を担当しました。授業運営に関
連してしばしば打ち合わせる機会がありました
が、最年長の粕谷先生は常に筆者ら一回り以上
年少の教員の意見に静かに耳を傾け、我々の提
案を快く受け入れてくださいました。粕谷先生
のますますのご発展とご健勝を心よりお祈り申
し上げる次第です。
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